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「矢島木材乾燥株式会社」への協調融資について 

～倉庫建設を秋田銀行と日本政策金融公庫・商工組合中央金庫が協調支援～ 

 

 株式会社秋田銀行（頭取 新谷 明弘）は、株式会社日本政策金融公庫（以下、「日本公庫」とい

う。）秋田支店および株式会社商工組合中央金庫（以下、「商工中金」という。）秋田支店とともに、

矢島木材乾燥株式会社（代表取締役 佐藤 仁明）が由利本荘市で行う倉庫建設に対して協調融資

を行いましたのでお知らせいたします。 

当社は、高付加価値製品の効率的な生産やＥＣサイトでの自社製品の販路拡大を企図して倉庫

の建替えを計画し、事業再構築補助金の採択を受けました。 

当行では、倉庫建替えによる事業再構築を契機に既存事業の見直しによる収益力強化を提案し、

当行関連会社である株式会社あきぎんリサーチ＆コンサルティングが計画策定を支援しました。

今般の計画策定によって当社の経営方針が明確化され、日本公庫および商工中金との協調による

資金支援を実施しました。 

当行は、日本公庫および商工中金と業務連携・協力に関する覚書を締結しており、今後も連携し

地域経済の活性化促進に努めるとともに、事業者の皆さまへの総合的な支援を行ってまいります。 

 

記 

１ 矢島木材乾燥株式会社について 

  当社は 1947年の創業以来、国内生産の強みを生かし、フローリング床材の専業メーカーとし

て主に学校、体育館などの公共物件を中心に安定した品質の製品を供給してきました。 

今後は、専業メーカーとしてのノウハウを生かし、フローリング表面へのペット樹脂コーテ

ィングにより怪我の原因となるササクレの防止に加え、水拭き・消毒を可能とした「NEOシリー

ズ」や、ホテル等の商業施設や個人住宅・マンション向けのハイエンド製品「ATLANTIS」とい

った高付加価値製品にも注力をしていく方針です。 

 

２ 融資金額 

  非公表 

（以 上） 

 

 

 

 

         

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）  

2015年に国連で採択された持続可能な開発目標であり、2030 年までに解決すべき世界的

優先課題 17 目標と目標を達成するための 169 のターゲットが示されています。 



【参 考】 

 

１ 当社概要 

企 業 名 矢島木材乾燥株式会社 

代表取締役 佐藤 仁明 

所 在 地 由利本荘市矢島町七日町字下山寺４２－２ 

資 本 金 １５百万円 

事 業 内 容 合板・集成材製造業 

 

２ 投資計画概要 

施 設 内 容 倉庫 

所 在 地 由利本荘市矢島町七日町字下山寺４２－２ 

総 事 業 費 非公表 

 

（以 上） 


